
 

本件に関するお問い合わせ先 

 

１ 日 時  令和６年３月１２日（火） １０：００～１７：００ ※雨天実施 

 

２ 場 所  ３×３Ｌａｂ Ｆｕｔｕｒｅ および 正面玄関前ホトリア広場 

         （〒100-0004 東京都千代田区大手町１丁目１−２ 大手門タワー・ENEOSビル 1階） 

    

３ 内 容  伊那市では、働き方の多様性創出に向けたしごと２．０（働き方ダイバーシティ）創出事業を、令和３ 

年度より実施してきました。この事業の一環で、関係人口や交流人口の創出、外部人材と市民や 

地域企業の交流を通して、地域課題の解決や伊那市の魅力の発信を目的とする伊那市版ワーケ 

ーションの推進を行っています。企業や個人事業者のワーケーションに求めるニーズをヒアリング 

し、伊那市の魅力あるコンテンツを活かした伊那市版ワーケーションをコーディネートしています。 

また、この事業に合わせて、伊那市での仕事や暮らしの体験ができる、動くテレワーク拠点「モバ 

イルオフィス（IVMO）」を運用しています。 

このたび、令和３年度から伊那市版ワーケーションの推進を支援していただいている三菱地所株 

式会社のご協力のもと、運営されている共創拠点「3×3 Ｌａｂ Ｆｕｔｕｒｅ」にモバイルオフィス 

（IVMO）を移動させ、現地でチラシ配布や車両の自由な見学や説明等を通して、東京のテレワーカ 

ーやワーケーションに興味のある方に対するプロモーション活動を行います。 

 

４ その他  ３月１２日の現地の様子を写真データで、後日、送付することも可能ですので、市民向けの 

周知等にご活用いただければ幸いです。お気軽に問い合わせください。 

 

５ 添付資料  有 

プレスリリース 

（報道関係各位） 

令和６年３月１１日 

企画部地域創造課 

伊那市役所 企画部 地域創造課 地域ブランド推進係 

（課長）田中 久 （担当）志知 貴文 

電話：070-2671-9320 

    0265-78-4111（内線）2252 

E-mail：R1093@inacity.jp 

伊那市では、働き方の多様性創出に向けたしごと２．０（働き方ダイバーシティ）創出事業として、ワーケーション事業を

推進しています。これは、企業の方や個人のニーズをヒアリングしながらのワーケーションコーディネートや、伊那市の仕事

と暮らしを体験できる動くテレワーク拠点「モバイルオフィス（IVMO）」の運用を行っています。 

このたび、三菱地所株式会社のご協力のもと、モバイルオフィス（IVMO）を東京丸の内の共創拠点「３×３ Ｌａｂ Ｆｕｔｕｒ

ｅ」に移動させ、伊那市版ワーケーションのプロモーション活動を実施します。 

三菱地所の共創拠点「3×3 Lab Future」にて 

動くテレワーク拠点「IVMO」を活用した PR 活動を実施します 

 



動くテレワーク拠点「モバイルオフィス（IVMO）」プロモーション＠3×3 Lab について
2024.3.5

伊那市 企画部 地域創造課

■伊那市版ワーケーション事業の経緯と目的

伊那市では、令和3年度より地方創生推進交付金を活用した伊那市版ワーケーションの構築と推進に

係る事業を実施している。ワーケーションサービスとしては、農業体験や林業体験といったユニークな体験、市
民との交流、豊かな自然環境を活かした仕事環境の提供を通して、利用者にとって新たなビジネス機会の
創出やチームビルディング、生産性の向上を効果があることを期待している。当市としては、このようなワー
ケーションサービスを広く伊那市の中で拡大し推進していくことで、新ビジネスの創出や地域企業との連携に
よる産業の振興、課題解決や魅力の発信を自発的に推進していただける関係人口・交流人口の創出、
外部から見たときの伊那市の課題や魅力の発見と見える化を目的としている。

2023年10月6日～7日 松本市ALPS OUTDOOR SUMMITでのプロモーション展開時

この目的を達成するために、魅力的で選ばれる
ワーケーションサービスの提供と、それをタッチポイ
ントとして伊那市内に波及する効果の最大化と
さらなるサービスのブラッシュアップを一定のサイク
ルで回すことが必要であると当市では考えている。
また、地域の関連事業者や市民、行政が全体
としてワーケーションに関わり、利益を享受できる
ようにするための実質的な機能基盤の必要性か
ら、当市では「伊那市ワーケーションプラットフォー
ム」を構築している。この基盤上では、関連する
プレイヤーでの様々な情報（ニーズ、コンテンツ
情報等）の共有、プロモーションの統一化、人
的なコーディネート支援など、機能の共同利用や
共有を行うことができる。

動くテレワーク拠点「モバイルオフィス（IVMO）」は、
この基盤上で「伊那市での暮らしと仕事」を体現する
【コンテンツ】として、また広い市域を移動しながら仕
事し、交流や体験を行う新しいタイプのワーケーション
スタイルを訴求する【MaaS車両】として機能するもの
である。
車内は可能な限り伊那市の木材で建具や床面な
どを木質化しており、森を暮らしや生活の一部として
とらえている伊那市らしい暮らしを訴求している。

伊那市版ワーケーションプラットフォーム概念図

モバイルオフィス（IVMO）車内概観

■動くテレワーク拠点「モバイルオフィス（IVMO）」プロモーション@3×3 Labについて

IVMO車両を3×3 Lab周辺の指定スペースに停めさせていただき、3×3Lab利用者や周囲の通行者に対
してIVMOを活用した伊那市版ワーケーションをプロモーションする。車両内部の見学やチラシ、ポスターを使って
のワーケーション説明を実施する。

日時 ：2024年3月12日（火） 10:00～17:00
場所 ：3×3 Lab サロンおよびホトリア広場周辺

→3×3 Labサロンにて職員を2名配置 チラシの配布や外のIVMOへの案内、伊那市ワーケー
ションの紹介を行う

→ホトリア広場周辺スペースにIVMOを駐車し、職員を2名配置 チラシ配布やIVMOの説明、
伊那市ワーケーションの紹介を行う

人員 ：伊那市職員3名 伊那バス観光株式会社社員1名

問合わせ先：伊那市 企画部 地域創造課 地域ブランド推進係 志知（しち）
☎0265-78-4111 （内線：2252）
✉R1093@inacity.jp


